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要旨

ファッションとメディアは切っても切れない関係にある。しかし、近年の大きな社会変化の影響が、

ファッションの環境や構造を大きく変貌させ、メディアも「紙媒体」依存からの脱皮を余儀なくさ

せつつある。ファッションとメディアとの関係も、従来モデルから大きく変化しつつある O 本研究

では、そうしたファッション環境変化の現状とその変化に適応しようとしているファッション・メ

ディアの課題とを把握するために、研究者とファッション・メディア編集の実務者双方の観点から

問題を提出し、それらを総合してファッションとメディアとの関係付置を整理して、メディアの現

場が抱える問題と、メディア研究が今後目指していく課題とを明確化しようという試みである。基

礎的研究と、共通認識を形作るための議論の場の(シンポジウムファッションとメディアを考える〉

(2009)の過程で、浮かび上がったいくつかの課題を、中国ファッション誌の現在の状況をケーススタ

ディとして検証した。外部からの先進情報の導入と読者の啓蒙、内なる丈化の醸成と発信というメ

ディアの機能が再確認でき、インターネット情報が氾濫する時代において「紙媒体としてのファッ

ション誌」の意味を再考する必要性が浮上した。

(キーワード ファッション誌:fashion magazin巳，ファッション・メディア fashionm巳dia，紙媒体-

printed media，電子メディァ electronicmedia，中国 China，情報化社会 information-oriented

society) 

1. はじめに
ロラン・バルトj)や深井晃子ヘ鹿島茂 3) らも

多様に論じているように、ファッションとメディ

アは切っても切れない関係にある。中でも 19世

紀末以降、その中核を担ってきたのはファッショ

ン誌だった。しかし、 21世紀に入ってすでに10

年を経た現在、 1990年代から2000年代にかけて

の大きな社会変化の影響が社会の隅々まで浸透し

ようとしている中で、ファッションとメディアと

の関係も大きく変化しつつある。インターネット

など電子メディアの進展や昨今話題のファスト・

ファッションに象徴される生産 流通サイクルの

加速化は、ファッション環境の構造そのものを大

*文化女子大学

きく変貌させ、また、マルチメディア化やIT化、

ウェブ化といった情報環境の変化の下でメディア

それ自体も従来型の活動形態からの脱皮が余儀な

くされている。これまでのファッション誌、すな

わち紙媒体を中心としたファッション・メディ

ア・システムのあり方が間い直されているのだ。

新しいファッション誌創刊のニュースと併行し

て、一方で、、次々と伝えられる従来誌休刊のニユ

ースなど、ファッション誌ピジネスの厳しい状況

が伝えられはじめて久しい。編集の現場では、フ

ァッション・メディア自体の意義が聞い直され、

流行情報のみを提供することだけが目的なのか、

という問題意識が少なからず生じている。

一方で、研究の領域では、雑誌の表象に関する

権力性やジ、エジダー・アイデンティティに関する
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ファッション・メディアのもつ政治性が議論され

ている O

そうしたファッション環境変化の現状とその変

化に適応しようとしているファッション・メディ

アの課題とを把握するために、本研究は、研究者

とファッション・メディア編集の実務者双方の観

点から問題を提出し、それらを総合してファッシ

ヨンとメディアとの関係付置を整理ノして、編集の

現場が抱える問題と、メディア研究が今後目指し

ていく課題とを明確化することを目的としてい

るO また、共同討議を通じて、実務と研究の相互

理解を促進し、双方の共通認識を形作ることも目

標としている。そのためにくシンポジウム ファ

ッションとメディアを考える〉を、 2009年に開

催した。研究の現場とメディア編集の現場とが、

交差し融合する方法と解決すべき課題を探り、フ

ァッションとメディアの相互関係に関する研究と

ファッション・メディア研究の新たなステージを

切り開くことが、この準備研究とシンポジウムの

目的である O

本研究は、 r<ファッションとメディアに関する
シンポジウム〉仮題)の2009年開催にむけての基

礎的研究」というテーマ名で服飾文化共同研究拠

点の研究資金助成を受けて行ってきた共同研究4)

成果の一部である。

研究のプロセスとしては、 2008年度には、フ

ァッションとファッション誌をめぐる問題につい

ての基礎的研究を行い、 09年度には問題提起と

自義言命のためのシンポジウム開{屋、およびケースス

タディとしての中国調査を行った。 2010年度は

研究成果のまとめと報告5)にあてる、という流れ

で進行した。

2. 基礎的研究ーファッション・メディ
アをめぐる問題の所在_6)

ここでの方法は、第lに、ファッシヨン・メデ

ィア研究が現在Eのような問題を追究しているか

ということを、学術論文として提出された論文群

を整理することで明らかにしようとした。これら

論文は、国立情報学研究所の運営によるろ論文情

報ナピゲータ CiNii、国立国会図書館運営のNDL

OPACの雑誌記事検索サイトから、「ファッショ

ンJrモードJr流行JrメディアJr雑誌」などの
キーワードを用いて、 2000年度以降のものを中

心に抽出した。

第2に、メディア編集の現場の問題について、

『編集会議』ゃ『ヤノ・レポート』など業界対象

に刊行されている専門誌を用いて検討した。

第3に、上記の収集した論文の中で、シンポジ

ウムにとって本質的で、あると考えられる問題を追

究している論文や記事を主題ごとに整理し、シン

ポジウムでの論点を明確化する資料として編集し

た。

(1)ファッション・メディア研究の状況

第1に、ファッション・メディア研究において

は、ファッション誌を過去のファッションを実証

的に復元していく史料として活用じていく歴史学

的研究がある。過去のファッションの実証的研究

には、主に、欧米の19~ 20世紀のファッション

誌の図像を現実の反映と見なし、それを忠実に記

述することで実態を再現する従来的な実証的方法

といえる。これらの潮流は、現実を映し出す鏡と

してファッション誌を捉えているものである O

歴史研究の中にも、ファッション誌のもつ特性、

たとえば「メディア機能の効果Jの分析や雑誌の
シンボル化機能に着眼した論文もある。これらの

アプローチは、ファッション誌を、現実を正確に

映し出すというよりもむしろ歪めて映す鏡として

捉え、その歪みがどこから生じているのかを論じ、

歪んだ像から何らかの現実を明らかにしようとし

たものといえるだろう。

つまり、歴史研究は、ファッシヨン誌の内容を

まず現実として分析し、その上で編集作業におい

て加工されている側面を分析していくという 2つ

に分岐していることが明らかになった。

日本においては、戦前の女性誌等の中にファッ

ション誌的な要素を発見していく研究と、戦後に

おいて服飾(ファッション)を正面に据えた雑誌

の研究に2分できるが、雑誌の作り手に着眼した

研究は少なく、編集者および編集部の実態研究は

断片的なものでしかない。今後の歴史的アプロー

-68 -



ファッション誌の現在一課題と展望 に関する一研究

チの課題といえる。

第2に、ファッション・メディアの社会的機能

に焦点を合わせて、その理論の拡張、特徴、効果、

戦略等を解明していく研究がある。これは社会学

的分析といえる。

ファッション・メディアの社会的機能を分析し

た論文については、まず、流行発生のメカニズム

の中でファッション誌が果たす役割を研究した論

文があり、従来のファッション理論の中でのファ

ッション誌の役割を理論的に拡張しようとした野

心的な論文はいくつかあるが、必ずしも成功して

いるとは言いがたい。またトレンド形成における

効果を実証的に分析しようとした論文も多い。こ

れらはアンケート調査などの手法を用いて実際に

雑誌がどれだけ読者のトレンド形成に効果がある

のか測定しようとする、あるいは、トレンド形成

における雑誌の特性が誌面のどこにあるのかを明

らかにしようとした論文などである。さらに、フ

ァッション誌の文体や修辞に焦点を当てた研究も

ある。

特に多いのは、ファッション誌が果たす役割と

して女性のアイデンテイティを形作るイメージの

提供を取り出し、そのメカニズムと変容を明らか

にしようとする論文である。とりわけ、ファッシ

ョン誌は女性を読者として対象としているがゆえ

に、女性イメ}ジの研究は数多い。この研究にお

いて表象論などとの接合が見られもする。

このようにファッション・メディアについての

社会学的アプローチにおける問題は、内容分析と

機能分析が中心となり、実態的なものが退けられ

ている点である。効果分析においては、アンケー

トなどによる実態分析は行われてはいるが、作り

手に対する捉えかえしが少ないといえる。

(2) ファッション・メテεイア編集現場が抱える

問題

メディア業界誌が報じ論じる 1995年以降のフ

ァッション・メディアが抱える問題は大きく 4つ

に集約できる O

第1に、 PCを筆頭にするマルチメディアの台

頭により、紙媒体をどのように変容・発展させて

一69

いくかという主題がある。ターゲットの範囲を狭

めることでメディアのもつ情報到達の確かさのよ

うなものを高める方法も模索されている。その適

応例としては、雑誌の刊行範囲をローカルに展開

することで生き延びていく方法であった。代表的

なものがフリーペーパーで、記事の中でも 1999

年ごろから徐々に現れて、 2003年ごろには、話

題のトピックとしてとりあげられている。

第2に、拡大するアジア市場や消費者層に対し

て、雑誌業界としてはどのように対応していくべ

きかという主題が現れてきている O 特に、中国へ

の関心は極めて高い。中国版が流通している日本

のフア Y ション誌で主だったものは rOggi.!7)
rVivi，p) JRay.l9)で、その中でも売り上げが突出し

ている中国版 rRay.l (r瑞麗眼飾美容.1)の事例

研究もなされており、先を走る中国ファッション

誌は「日本のコンテンツとローカルコンテンツの

割合、そのさじ加減が編集のひとつの焦点」とさ

れている。現地化を推進しすぎて読者離れを起こ

す雑誌がある一方で、単なる日本ファッションの

模倣として敬遠される雑誌の両極が存在するとい

うが、ここにファッシヨン誌のグローパル化にお

けるひとつの問題点が提示されている。

ファッション・メディアの拡大とそれが主導す

るビジネス・モデルの展開についても紹介されて

いる o 1988年における中国版 rElle.lの創刊から

2005年の中国版 rVogue.l創刊までの史的展開を

忠実になぞったレポート 10)では、その先の展開

として rRay.lにおけるクレジットカードをf吏っ

たブランド知名度アップ戦略と rCosmopolitan.l 

におけるイベントによる広告戦略の登場を指摘し

ている。いまだ資金力が必ずしも潤沢で、はない中

国では、それをカバーするために他業種との連携

が模索されているというが、この事例は、日本の

出版社に対しでもひとつの経営戦略モデルを与え

るものではないだろうか。

また、中国ファッション・メディア界での人材

不足などの問題も取り上げられていた。

第3には、他業種がメディアを活用することに

対して、ファッション・メディア側がマルチメデ

ィアを積極的に取り込み、新しいビジネスモデル
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を構築できないかという主題がみられ、他業種と

の連携強化のいくつもの事例研究や、ファッショ

ン誌を立ち上げたのちにアパレル・サイトを運営

し始めるという従来の逆の発想も取り上げられて

いる。

第4に、いままでファッション・メディアの対

象外であった層に対して、どのようにファッシヨ

ン・メディアを売り出していくか、という主題で

ある。この対象は、メンズと中高年とローティー

ンが主となっており、従来のセグメントとは違う

読者層を創造していくことが目指されている。

つまり、編集の現場における問題とは、多様化・

流動化するマーケットをどのように読むか、とい

う問題意識があり、こうしたマーケットの不安定

性と飽和化する業界状況に対する対策が基本的な

問題点として挙げられているといえる。マーケッ

トのタトを目指す(アジア)、マーケットのニッチ

を発見する(メンズ、ローティーン開拓)、マー

ケットの規模に合わせて自己を縮小・改編する(ロ

ーカライズ・フリーペーパー)、マーケット操作

のために新技術を導入しビジネスモデルを作る

(マルチメディア化)といった問題意識が明らか

になった。

このように、メディア研究とメディア制作の現

場は、第1に、メディア研究が制作の現場を研究

対象にできず、その機能と効果あるいは結果(歴

史)を対象の中心にしていることから、問題が生

じているのだといえる。その理由は資料的限界が

あることだろう O この要因には、出版・編集の現

場が情報という商品を扱っているために、外部か

ら視線が届きにくいという条件があることだと考

えられる O また、編集作業は集合的に行われてい

るために、その作業のどこからどこまでを個人の

制作の責任のおよぶ範囲として確定することは困

難である O このこともまた、社会的行為の帰属対

象を確定する困難に行き当たり、作り手ではなく

機能分析に着眼せざるを得ない状況をつくりだし

ているといえるだろう O こうした両者の読離の一

端が明らかになったといえる。

3. <シンポジウム:ファッションと
メディアについて考える)11)

2009年9月初日(土)午後、文化女子大学に

おいてくシンポジウム目ファッシヨンとメディア

について考える)を開催した。参加シンポジスト

は下記の通り (50音順、以下敬称略)で、あったが、

予定していた中国の『時尚芭務』ファッション・

ディレクターの冷雨離はピザ発給の問題で欠席と

なった。

伊藤操・ファッション・ジャーナリスト

(元 rHARPER'SBAZAAR Japanj編集長)

研究グループ・メンバー

片岡朋子・『装苑』編集長(当時)

川村由仁夜 ニューヨーク州立ファッション工

科大学准教授(ファッシヨン社会学)

成実弘至・京都造形芸術大学准教授

(社会学、文化研究)

深井晃子:京都服飾文化研究財団理事

(ファッシヨン文化論)

司会・進行は、研究メンバーの田中および古賀

が担当した。

シンポジウムではまず、近代におけるファッシ

ョン・システムの形成とファッション・メディア

が果たした役割について歴史的に回顧しつつ、そ

れらが直面している現状として以下のような論点

に照準しながら議論が進められた。

1) 21世紀になって、ファッション・システ

ムはどのように変化しているのか

2) 変化するファッション・シ

ステムの中でファッション・メデ

ィアの役割はどのように変化して

いるのか

図1 シンポジス卜各氏(左から):成実弘至、川村由仁夜、
深井晃子、伊藤操、片岡朋子

3) ウェブ環境の世界化とファ

ッション・メディアの課題と役割
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4) ファッション・メディアにおけるアジア市

場の可能性とは 7

5) ローカル化と海外提携

(1)5名のシンポジス卜の発言

深井晃子は、パリ・コレクションを中心に展開

する従来型のファッション・システムの構造とメ

ディアの役割が2000年頃から大きく変化してい

る点を指摘した。深井は、その主な要因として以

下の3点を指摘した。まず、新聞やテレビ、雑誌

という従来の主要なファッション・メディアに代

わってウェブが台頭してきたということ。 2つ目

に、「ファストファッション」とE乎ばれるビジネ

ス・モデルの普及によって、従来は半年というサ

イクルで展開されてきたアパレルの生産 流通シ

ステムが機能しなくなってきたということ。そし

て3つ目に、パリ・コレクションに代わって音楽・

マンガ・ゲームなどのサブ-カルチャーやストリ

ート・ファッションなどがアイディア・ソースと

して注目されるようになったことである O これら

の要因に基づく変化に伴い、情報技術的な次元と

意味論的な次元との双方から「構造関係の社会的

総体」としてのメディアの役割について再度捉え

直す必要性が指摘された。

川村由仁夜は、ファッション・システムのモダ

ンからポストモダンへの移行に伴うメディアの立

場と役割について指摘した。ファッションを「モ

ノ(衣服)Jとしてではなく「概念」として捉え、

ファッションの社会的生産プロセスを研究する川

村は、ファッション・システムの構造変化に伴い、

以前は明確であったファッシヨンの生産者一消費

者の区分がきわめて不鮮明になってきていること

を説明した。その主な要因として川村もまた「イ

ンターネットの普及」を指摘する O今日、[YouTubeJ

や[百九IItterJ、あるいは [Polyvore.comJなどの

ウェブのコンテンツを用いて、誰もが自らの作品

や情報を容易に発信することができるようになっ

た。つまり、以前は消費者側にいた人間がデザイ

ナーやジャーナリスト、エディターといったファ

ッションを作り出す側になれるということであ

る。その結果、ファッションを定義する決定的な

中心が不在する分散化(de-centralization) した

状況が生じているのだと述べた。

成実弘至は、ストリートとメディアという観点

からファッション文化に特徴的な情報を発信する

人と受信する人の「距離の近さJについて指摘し
た。 1989~ 95年頃に携わった原宿の定点観測を

通して、成実は「ファッションというものは着る

人が定義するJと考えるようになったという。
1990年代以降にはファッション誌の中心コンテ

ンツともなった「ストリート・スナップ」や昨今

の〈東京ガールズ・コレクション〉や「カワイイ・

カルチャー」といったものは、デザイナーやジャ

ーナリストではなく消費者が主体となって作り出

すファッションの典型である。こうしたファッシ

ヨンにおける送り手と受け手の「距離の近さ」は

昨今のウェブ・コミュニケーションのモデルとな

っており、従ってこれからはストリートからウェ

ブを舞台に何か新しいものが浮上してくるのでは

ないかと成実は指摘した。

伊藤操は、 WHARPER'SBAZAAR Japanjω を事

例に、ファッション・メディアのローカル化と海

外提携の問題について説明した。アメリカで

1867年に創刊された WHARPER'SBAZAARj 12)は

世界で最も古いファッション誌であり、 2009年

現在で世界24カ国から出版されている。日本版

もまた本国の Iglobal outlook、localimpactJと
いう基本方針に沿って編集され、ローカルな日本

の雑誌市場においていかにインターナショナルな

情報を発信するか、またそれと同時にロシアや中

国などの市場に向けていかに日本でしかできない

ローカルなコンテンツを作り出すかということが

求められる。従来の紙媒体中心からマルチメディ

ア・ミックスへの転換が要求される今日のファッ

シヨン・メディアにとって、いかにグローノTルな

視点を持ってローカルなものを発信していくかと

いうことが今後の課題となるだろうと述べた。

片岡朋子は、『装苑』ωが置かれた特異な立ち

位置から今日のファッション誌が抱える課題と役

割について言及した。服飾専門学校の出版局を母

胎に発行される同誌は、洋裁技術・教育誌の視点

を持ちつつもファッションA情報誌として流通して

14ム
ヴ
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いかなければいけない使命を合わせもつ。その両

義性の狭間で従来の洋裁教育誌からの脱皮を余儀

なくされた『装苑Jは、 1990年代以降に3つの方
向性を見出していった。 1つは、ファッシヨンを

アートや建築、デザインといった周辺領域の関連

から捉えた誌面作りを展開するということ。 2つ

目に、ファッションを作り出す現場や業界の人々

に向けて発信していくという姿勢を基本に据える

ということ O そして3つ目として、国内のファッ

シヨンの現在や裏側、歴史に注目し、日本ファッ

ションの活性化に尽力するということである。カ

タログ情報的あるいは付録付きのファッション誌

が散乱する現状において『装苑』が担う啓蒙的役

割は、紙媒体としてのファッション・メディアの

今後の立ち位置を考える上での貴重な事例である O

(2) シンポジウムのまとめと課題

シンポジウムで議論の中心となったのは、ウェ

ブ環境の世界化に伴いファッション・メディアが

置かれた現状と課題についてであった。誰もが容

易に使用することが可能なウェブ・ツールは、か

つてない程の情報の加速化と多様化をもたらし、

ファッション・メディアもまた従来の紙媒体中心

からウェブ、テレビ、映画、イベントなどへのマ

ルチメディアな展開が余儀なくされている。 )11

村・成実は、変化するファッション・システムが

もたらす消費者主体のファッション創造に注目

し、ファッション研究もまたそうした変化に適応

していく必要性を指摘する一方で、伊藤・片岡の

実務者側の発言では「紙媒体」の重要性が強調さ

れていたように思われる O かつてない程の情報の

加速化・多様化の時代であるからこそ、「スロー

でラグジ、ユアリーな感覚」、「アナログ的な価値観J
といったものを発信するメディアの存在がより重

要になってくるのだという。

しかし、最後に深井が指摘したように、今回の

シンポジウムではウェブ媒体や紙媒体といった技

術的な側面での議論で留まってしまい、ファッシ

ヨンが生み出される環境とメディアの機能の問題

という意味論的な次元への踏み込みが、今後の課

題として残された。

4. ケーススタディ:
中国ファッション誌の現在14)

グローパリゼーションによる「時間と空間の圧

縮」は、情報や商品、流行の地球規模で同時進行

する生産 流通システムを整備する。ファッショ

ンもまた従来のパリ・コレクションを頂点として

派生する一方向的なシステムから、ローランド・

ロパートソンが提唱した「グローカリゼーショ

ンJ5)のようなグローパルイヒとローカルイヒが同時

進行・多発的に展開するポストモダンな状況へと

移行している。ファッション・メディア研究もま

たそうした状況にどのように対応していくかが早

急に求められている。こうした点で、中国やイン

ド、東アジアといったアジア市場への注目は、フ

ァッション・ビジネスおよびファッション石汗究の

双方においてその重要性がますます高まっている

と言えるだろう O 特に、基礎調査、およびシンポ

ジウムを通しでも浮かび、上がったのが、中国市場

への注目であった。

本研究もまたそうした要請に適応すべくファッ

ション・メディアのアジア市場の可能性に照準を

合わせ、ケーススタディとして中国のファッショ

ン誌市場の調査を行うことにした。シンポジウム

で予定していた中国のファッション・ジャーナリ

スト(冷雨瑛『時尚芭務』ファッション・ディレク

ター)が不参加となったため、中国市場の議論が

取り残されたことも、中国調査の必要性を高めた。

(1)中国ファッション誌の概況

中国調査の前に、中国ファッション誌の生成推

移と現状について概要を述べる O

ファッション誌の先駆的な役割とみなされる雑

誌は1920年代から存在したものの、現代的意味

でのファッシヨン誌は、 1980年代に本格化した

開放政策とともに急成長した経済環境の中で台頭

した。それまで「ファッション」という概念でさ

えなかった状態から、ファッションの発展ととも

にファッション誌市場も急成長したのだ。

こうした推移については、前出の横川美都によ

るレポート 10)や王国勘の論文「中国におけるフ

ァッション雑誌の発展と課題一欧米系・日本系提

っ“
円
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11.82% 

国2 北京におけるファッション誌販売量トップ10 (200717 ~ 1 2) 
出典 「世紀華文全国新聞・雑誌類小売監査システムj資料より

携誌を中心にJ16)に詳しい。それらを参照すると、
中国のファッション誌は、海外提携誌と中国オリ

ジナル誌(本土誌)の2つに大きく分けられ、現

状では海外提携誌が圧倒的に優勢である(図2)。

提携誌は欧米系と日本系があり、現在発行部数が

最も多いのが、日本の主婦の友社 rRay.lと提携

した瑞麗雑誌社の『瑞麗服飾美容(以下、服飾美

容と略記).1である。 1995年の創刊以来、順調に

推移し本家日本版よりも好調と言われている。ま

た、世界的な雑誌 rVogue.lなどの中国進出も注

目されている。他方、中国オリジナル誌は、相対

的に弱小な存在に留まっている。

こうした動向を踏まえ、今回の中国ファッショ

ン誌調査は、日本系の提携誌2誌と欧米系1誌、

つまり『服飾美容』と『瑞麗伊人尚風』、『時尚芭

務Jを対象とする聞き取り調査を中心に行うこと
とし、 2010年2-3月に現地調査を行った。 3誌

には事前に質問要旨を送って調査に臨んだ。

調査メンバーは、古賀、北方および研究メンバ

ーの謝懇で、それにアシスタント兼通訳として王

国間(本学大学院生、当時)が同行した。

(2)主要3ファッション誌編集者(およびスタ

ッフ)聞き取り調査

『瑞麗服飾美容 (RayChina).1編集者インタビ

ューは、 2010年2月25日午後、北京市瑞麗雑誌

嘉人MarieClaire 
3.52% 

時尚伊人

COSMOPOLlTAN 
4.54% 

円

J
門

i

社(華夏大慶6階) r~~飾美容』編集部を訪問し、

寺中燕編集部主任と技館首席策刻を対象に行った。

『服飾美容』は1995年に創刊され、発行部数105

万部 (2010、公称)を誇る現在の中国における

トップ・ファッション読;である。

ここでは、『服飾美容』成功の理由、インターネ

ットでの情報提供と雑誌の関係、雑誌の本土化に

ついて、また今後の中国におけるファッション・

メディアの展開を中心に情報を得、また議論した。

成功の要因としては、 (1川也の雑誌に比べ早い時

期に中国市場に入ったこと、 (2)実用的な路線を重

視していることの2点が強調された。それまでの

欧米志向のファッション誌はイメージだけが展開

されていたが、日本の雑誌は、着方やメークアッ

プの方法など「実用的な情報」を提供していたこ

とが、中国読者の要求に合致したのだと説明(紳

主任)された。

日本のファッション情報の位置づけに関しては、

日本系提携誌として当然ながら、編集者たちは日

本のファッションを意識し研究し熟知していたが、

実際にコンテンツとして日本版を取り入れている

比率は、記事の113程度である(併主任)とuサ。

表紙モデルは原則として日本人を起用する取り決

めになっているが、そのファッション・コーデイ

ネートは全て中国から指示している(弦首席策刻)

のだという。そして、日系誌においてもグローパ

ル化が進み、情報源も日本だけにこだわることな

Ceci姉妹
2.54% 

くノfリやロンドン、ニューヨーク

のファッションも取り上げている

(紳主任)と付け加えた。

ファッション誌の今後の可能性

については、中国にはまだ無限と

言えるほどの未開拓市場(中年層、

地方、東南アジアなど)が存在す

るので、何の心配もないと断言し、

インターネットとの関係について

は、雑誌はウェプよりも詳細に情

報を掲示でき高級感もあり、ウェ

ブ情報とは別の存在価値があるか

ら、ウェブ情報の充実やウェブの

発展は、相互に補完し合うことに

瑞麗服飾美容

Ray 
20.09% 

炉害事vivi
16.29% 
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よって紙媒体の雑

誌ビジネスにとっ

てむしろプラスで

あるという認識が

示された(紳主

任)。

『瑞麗伊人尚風

(CLASSY China).l 

(以下『伊人尚風j

図3 r瑞麗服飾美容』 と略記)編集者お

2010年3月号表紙 よぴ瑞麗雑誌社マ
表紙モデルは安室奈美恵

ネージング・スタ

ッフに対するインタピューは、 2月初日午後、瑞

麗雑誌社VIP会議室にて行った。インタビューに

は、安静『伊人尚風』編集長(当時)および莫文

瑞麗雑誌社媒介管理部部長に対応いただき、張慧

媒介管理部対外合作主管が中国側通訳を務めた。

『伊人尚風」は、『服飾美容』に次いで2000年に

日本の光文杜のWCLASSY.l17)と提携して創刊され、
公称93万部を発行 (2010)する中国で成功して

いる雑誌の1つである。

ここでの聞き取り調査は、日本版からそのまま

持ち込む内容と自前でつくるオリジナル情報の比

率や編集方針、読者層との関係を中心に伺い、ま

た情報交換も行った。

安編集長は、内容的には半分近くを日本の

rCLASSY.Iによるものであると述べたが、莫部

長は、「実用性を重視してきたこと」と「本土化」

を強調した。実用性とは、『服飾美容』でも言及

されたコーデイネートの仕方を読者に提案し教え

ることである。日本のファッションは(欧米系に

比べ)、中国人に似つかわしいものであると考え

られており、日本の雑誌から導入した実用性の高

さが、中国の読者にも支持されて雑誌の成功につ

ながったと述べた。日本から輸入したファッショ

ンにおける実用性と中国らしさ (1本土化J)、こ

の2つのバランスを上手に取っていくということ

が同社の方針である(莫部長)ことが明らかにさ

れた。こうしたインタビューや議論の中で、提携

ビジネスは現地のニーズを一番に考えて最終決定

権は現地担当者が持つべきであり、こうしたビジ

ネスにおいては、アジア各国に進出した歴史が長

く経験も重ねてきた欧米系企業の方が提携ビジネ

スのマネージングに長じているのではないか(莫

部長)といった趣旨の発言もあって印象に残った。

『時尚百五長 (Harper'sBazaar China) J (以下『芭

恋.1)の編集者および時尚雑誌社マネージング・

スタッフへのインタビューは、 2月26日午前、同

ネ士ピルであるトレンズ・タワー 1~菅カフェにおい

て行い、 Wo務Jの冷雨瑛ファッション・ディレ

クター(当時)、時尚雑誌社の彰彰事業部ディレ

クター、果云夙事業部マネージャーに話を伺った。

『芭渉」はアメリカのハースト社との提携で1995

年に創刊され、現在は82万部発行(公称)され

ている。

ここでの聞き取り調査は、中国のファッション

市場の発展に対して『芭恋』が果たした役割、読

者との関係、インターネットと今後の編集の在り

方との関係を中心に進めた。

中国のファッションとメディアの現状に関し

て、「中国のファッション産業は1980年代から始

まり、欧米のファッション情報やトレンド、消費

文化が中国に入ってくるのと並行して発展を遂げ

てきた。それまでの中国には「現代ファッショ

ン」という概念は存在せず、ファッション・メデ

ィアが出現したことによって読者がファッション

目覚め、成長してきたのだJという認識が示され
た。「時尚」という言葉は、グループ創始者が

1993年に IFashionJに対応する言葉として使い

始めたという。こうした社会環境の中で、メディ

アにとっては、どのように読者や消費者たちを育

てていくかということが最大の課題である(彰デ

ィレクター)とも語った。

『百t);jのコンテンツに関しては、以前は海外

情報が70%を占め国内情報は30%であったが、

2007年頃から海外・国内情報が半々となり、そし

て現在では逆転して海外情報30%、園内70%と

いった構成になっている変遷が説明され、最近は

中国国内のデザイナーを意識的に取り上げるなど

圏内情報に力を入れている(冷ディレクター)と

4
A
 

門
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図4r時尚芭務J
2010年3月号表紙
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のことであった。一

方で、日系誌に比べ

ると広告の多さが目

立つ『芭務』だが、

現在は欧米のラグジ

ユアリー・ブランド

の広告が大半を占め

ており、圏内企業の

広告が少ないことは、

中国国内のファッシ

ヨン企業やプランド

がまだそうしたレヴ

エルには成熟していない(彰ディレクター)こと

の表れであるということも明らかになった。

(3) 中国ファッション誌調査のまとめ

以上のインタピューから、現在の中国では、読

者のファッションについての考え方や着こなしに

ついて、ほとんどの場合、ファッション誌が教育

している段階にあることが明らかとなった。そし

て、それらファッション誌は海外提携誌が牽引役

となっており、欧米系誌は美しさの規範を読者に

提示し、日本系昔、は実用的な着こなし方を教えて

きたのだ。

外の服飾文化を導入して模倣する。模倣しなが

ら、その背景となる文化を学んでいく。その中で

自国の伝統文化や独自の美意識が見直されて新し

いファッション文化が創造されていく。こうした

プロセスにおいて大きな役割を果たすのがメディ

ア=ファッション誌であるが、現在の中国ファッ

ション誌においては、読者教育(啓蒙)と中国独

自の発信への胎動が併行して進められている。中

国のファッション・メディアにおける現在の最大

の課題は、美意識や価値観の輸入から「本土化」

にあることが、今回の聞き取り調査から明らかに

なった。海外服飾文化の導入と読者啓蒙から、オ

リジナルなファッション文化の発信へ。日本では

半世紀をかけたプロセスを、 20年弱という短期

間で疾走してきた中国の現況を垣間見ることで検

証できた。

そのほかに、中国でも出現し始めた男性フアツ

ション誌の動向ついてもその動向を聞くことがで

きた。時尚雑誌社では2005年に『時尚芭苔男士』

(Bazaar Men's Style) を創刊し、また、日本の

rLEON.!lS)の中国版『男人風尚』は2009年に瑞麗

出版社から創刊されているが、どちらも売れ行き

は好調であるという。経済の成長と国外情報が多

量に入ってくる現在は、もともとファッションに

はあまり関心のなかった中国の男'性にも、プラン

ド品などへの関心を高まらせ、さらにはスキンケ

アやフィットネス、インテリアなどへも関心が高

まりつつあるという。しかし、中国の男性ファッ

ション誌の特徴は、対象読者層が若いという点で

ある。これは、女性誌にも共通することがが、フ

ァッションに関心の高い層は、例えば f80後」ω

と呼ばれる 1980年以降生まれの若者世代が中心

で、 40歳以上の世代はファッションと無縁に育

ってきたため、ファッションやファッション言剖こ

も関心が薄いという背景がある。

ファッション誌の現在の読者層は、北京や上海

をはじめとする大都市の「ホワイトカラーJたち
である。各社提供の媒体資料によると、 rm~飾美容J

の18%、『伊人尚風.118%、『芭fitJ15%が北京

で購読され、『服飾美容』の16%、『伊人尚風』

17%、『芭務J15%が上海で、これに広州や重慶、
天津などが続いている。こうした都会のホワイト

カラー層は、中国全体から見れば氷山の一角に過

ぎず、地方都市への拡大も含め、ファッション誌

ビジネスの将来図に関する中国のファッション誌

人の強気の背景となっている。

「紙媒体としてのファッション誌」の将来的展

望については、「雑誌が、ウェブなどの新しいメ

ディアに取って替わられることはない」と、異口

同音に自信を示した。紙に印刷するメディアだか

らこそ、テキストが推敵されて洗練され、選ぴ抜

かれた美しい写真は大きなピジ、ユアル効果をもた

らす。雑誌は、質の高いコンテンツの充実したメ

ディアとして、読者にリッチなイメージを与える

ことが出来ると考えている。大量の情報が流れる

インターネットと、選ぴ抜かれた情報の雑誌は、

むしろ共存共栄するべき関係のメディアとして積

極的に捉えている中国メディア人の自信に満ちた
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図5 瑞麗雑誌社Rayli.com概念函

前向きのスタンスが明らかになった。

インターネットなどITと既存の雑誌(紙媒体)

の関係については、日本ではインターネットの普

及によって雑誌ピジネスの売り上げが落ちるとい

った悲観的な認識もあり、既存の雑誌社が紙媒体

の周りに配置し始めているウェブや深夜のTV番

組なども非常に有効な相乗効果を生み出している

というにはほど遠い。

しかし、中国ではむしろ補完し共存共栄する存

在と捉えられ、両方を包含したシステム構築が急

速に進められている O 編集長クラスが30歳代と

いう若いスタッフが動かしている新しい企業体に

よる中国ファッション・メディアにおいては、新

しいメディア環境への対応もダイナミックに進ん

でいる。

先にも述べたように、グローパリゼーションに

よる「時間と空間の圧縮」によって、ファッショ

ンもまた従来のパリ・コレクションを頂点として

派生する一方向的なシステムから、グローパル化

とローカル化が同時進行・多発的に展開する状況

へと移行している。ファッション・メディア研究

においても、そうした状況への早急な対応が求め

られており、こうした点で、中固などアジア市場

への注目は、その重要性がますます高まっている。

さらに、ファッション・メディアの新しいシステ

ム構築における先行的事例として、中国メディア

の展開に注目していく必要がある。

5. おわりに
本研究は、ファッション環境変化の現状とその

変化に適応しようとしているファッシヨン・メデ

ィアの課題とを把握することを目的とし、研究者

とファッション・メディア編集の実務者双方の観

点から問題を提出し、共同討議を通じて、実務と

研究の相互理解を促進し共通認識を形作ることも

目標としていたO

基礎的調査とシンポジウムの議論において、フ

ァッシヨン誌の厳しいピジネス環境、その背景に

あるファッション(ピジネス)のドラスティック

な変化について検証し、そしてファッション誌の

(社会的)機能の見直しの必要性を実務者・研究

者間で共通認識とすることができた。ケーススタ

デイとしての中国調査においては、読者を啓蒙し

教育するというファッション誌の初期段階ととも

に、ファッション文化の輸入から「本土化」へと

いう日本のファッション誌も経てきた過程を実地

検証することができ、同時に印刷メディアとイン

ターネットの共存を実践しつつある中国のファッ

ション・メディアの進展は、新しいメディア環境

への対応も含め、ファッション・メディアの新し

いシステム構築における先行的事例であるという

ことも明らかになった。

シンポジウムでの議論で指摘されたように、フ

ァッションが生み出される環境とメディアの機能

の問題という意味論的な議論への踏み込みなど、

今後の課題として残された部分も少なくない。と

はいえ、いくつもの発見があった。そして、まだ

まだ萌芽状態ではあるが、本研究の調査やシンポ

ジウムを通して、研究者とメディアの現場との情

報交換や共同プロジェクトを検討するなどのライ

ンが構築されつつある。また、今回の共同研究の

過程で、新しい研究テーマとして、ポップ・カル

チャー剖)やメンズ・ファッションとメディアと

の関係21)に焦点を当てた研究がスピンアウトし

たことも成果といえるのではないだろうか。問題

の把握と問題提起という当初の目的は、一定レヴ

ェルで遂行できたと考える O

このような2年半の共同研究の結果を、 2010年

8月23日から26日にかけて、韓国のソウルで行
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われた国際服飾学術会議において「ファッション

誌の現在一課題と展望ーについての一研究」と

し、研究統括者の古賀令子と共同研究者の北方晴

子が発表した。また、基礎調査およびシンポジウ

ム、中国雑誌社インタピュー記録を含む研究成果

の全貌は、最終報告書として平成22年度末に作

成する予定である。

さらなる議論や研究に発展することを期待する。

最後に、深井晃子、伊藤操、川村由仁夜、成実

弘至、片岡朋子の5名のシンジスト各氏、快くイ

ンタピューに応じて頂いた中国北京瑞麗雑誌社 1

『瑞麗眼飾美容』紳燕編集部主任、 5長銀首席策刻、
同社『瑞麗伊人尚風』の安静編集長(インタビュ

ー当時)、莫文媒介管理部部長、張慧媒介管理部

対外合作主管、時尚雑誌社『時尚芭疹』の冷雨離

ファッション・ディレクター、彰i彰事業部ディレ

クタ一、芙云風事業部マネージャーに厚く御礼申

し上げる。

言主

1) Roland Barthes、1915-1980、フランスの批評家、高等研
究実習院教授、コレージュ・ド・フランス教授。当該著
作は、“Syst色mede泊mode"(1967、邦訳『モードの体系
ーその言語表現による記号学的分析』佐藤信夫訳、みす
ず書房、 1972)ほか
2)ふかいあきこ、 1943一、服飾研究家、京都服飾文化研究財
団チーフ・キュレーター/理事ロ当該著作は、『パザ・コ
レクション モードの生成・モードの費消』講談社現代
新書、 1993ほか
3)かしましげる、 1949一、フランス文学者、評論家、明治大
学国際日本学部教授。当該著作は、『新聞王伝説パリと
世界を征服した男ジラルダン』筑摩書房、 1991ほか
4) 2008-2010年度研究メンバーは、古賀令子、潰田
勝宏、伊藤操(ファッション・ジャーナリスト、元 WHarper'
sBaz叩 Japanj編集長)、謝祭(東北芸術工科大学講師)、
北方晴子、田中里尚。

5) 2010年8月にソウルで開催された第24回国際服飾学術会
議にで研究成果の概要を「ファッション誌の現在:課題
と展望」と題してポスター発表した。

6)服飾文化共同研究拠京『服飾文化共同研究報告2008.1に
掲載した報告を修正・加筆したものである。
7) rOggiJ (オッジ)は、小学館が1991年に創刊した女性向
けファッション誌。中国版は、『今日風采Og叫。
8) r羽vi.I(ヴィヴィ)は、講談社が1983年に創刊した月刊
女性ファッション誌で、 2000年に中国語版 rViVi(析署長)J
が創刊されている。

9) WRay.l (レイ)は、主婦の友社が1988年に創刊した女性
ファッション誌。 1995年に中国版『瑞麗服飾美容』が創
刊され、中国での発行部数は日本を上回っている。2006年、
タイ版も創刊された。

10)横川美都「中国のファッション誌JW繊維トレンドj

2006年11・12月号所載 (pp46-52)、株式会社東レ経営
研究所

11)服飾文化共同研究拠点の「服飾文化共同研究報告2009J
に掲載した報告を修正・加筆したものである。
12) rH訂per'sBAZAARjは、ニューヨークで1867年に創刊
され、女性向けファッション誌としては世界最古の歴史
を誇る。日本版の創刊は2000年。
13) r装苑jは、 1936年に文化出版局が創刊したファッショ
ン誌の草分け的存在の月刊女性向けファッシヨン誌。
14) r文化女子大学紀要服装学・造形学研究第42集』掲
載 (pp20-29)の北方靖子・古賀令子「中国ファッション
誌の現在」を要約したものである。
15) Roland Robertson、イギリスの社会学者。専門は、宗教
社会学、グローパリゼーション論。リーズ大学などを経て、
1999年からアバディーン大学社会学部教授。グローパル
な視点を持ってローカルに行動することを意味する「グ
ローカリゼーシヨン」の概念を提示し、グローパルな交流
連携とともに、地域主体の経済活動の活性化が必要なこ

とを提言した(“Globalization: Social Theory and Globa1 
Culture、Sage"、1992、〈邦訳『グローパリゼーション一
地球文化の社会理論』阿部美哉訳、東京大学出版会、
1997)。
16) i中国におけるファッション雑誌の発展と課題ー欧米系・
日本系提携誌を中心にJ(文化女子大学2009年度修士論
文、文化女子大学所蔵)
17) rCLASSyJ (クラッシー)は、 1984年光文社より創刊さ
れた20代向け女性ファッション誌。
18) WLEONJ (レオン)は、 2001年に主婦と生活社から発行
された男性向けファッション誌。それまで流行から最も
離れていた中高年層をターゲットにして、驚異的な発行
部数を誇っている。

19) i80後J(パーリンホウ)は、中国語で1980年代生まれ
の若者世代を指し、それまでの世代とは全く異なる性格
を持っていると言われてきた彼らが社会に出て経済力も
持ち始めたため、消費者としてそのライフスタイルや価
♂値観が大きな注目を浴びている。

20)服飾文化共同研究課題 (2009-11)i日本ファッションに
おけるポップカルチャー的背景に関する研究一戦後日本
のポっそプカルチャー資料収集を中心にーJ(研究代表 団
中里尚)
21)服飾文化共同研究課題 (2010-12)i現代における「男ら
しさ」の構築と男性ファッション誌の役割J(研究代表:
北方晴子)

参考資料

雑誌:rH町 er's旬開.1Hearst Corporation 
『装苑』文化出版局
I瑞麗服飾美容』瑞麗雑誌社
『瑞麗伊人尚風』瑞麗雑誌社
『時尚芭tJ;.I時尚雑誌社

媒体資料:r瑞麗服飾美容」阻DIA阻T2010.1 
北京博主主新大陸広告有限公司、 2009、北京

『瑞麗伊人風尚MediaKit 2010.1 
北京博主主新大陸広告有限公司、 2009、北京

『瑞麗新媒体MediaKit 2010j 
北京博主主新大陸広告有限公司、 2009、北京

『時尚芭疹2010Media Kid 
北京時尚方向広告有限公司、 2009、北京

基礎的研究では、多くのファッション誌、専門誌、研究誌、
学会誌を分析し、シンポジウム準備に当たっては、シンポジ
スト各氏の著作も検討したが、その膨大なリストは割愛した
が、引用および図版出典は本文中に示した。
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